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OpenLAB CDS ChemStation （C.01.04以降） 
日本薬局方（JP）対応の値について 

 

Nov2014 

付録：ChemStation B.03.02以降の 

場合について 



OpenLAB CDS ChemStationで 

日本薬局方対応の値をレポートするには 

方法１：インテリジェントレポート機能を活用する。 
• ピーク幅（50％） 
• カラム効率（理論段数） 
• 分離度（半値幅法） 
• シンメトリー係数 
• SN比 
• 分離係数（調整済みの相対リテンションタイム） 
• ピーク谷比 

 

方法２：クラシックレポートのパフォーマンス、拡張パフォーマンスレポートを
利用する。 
• ピーク幅（50％） 
• カラム効率（理論段数） 
• 分離度（半値幅法） 
• シンメトリー係数（USPテーリングファクタ） 

 

方法３：クラシックレポートのJP対応カスタムレポートを利用する。 
• ピーク幅（50％） 
• カラム効率（理論段数） 
• 分離度（半値幅法） 
• シンメトリー係数（USPテーリングファクタ） 
 

第15,16改正日本薬局方に 
対応しています。 

リビジョンBの ChemStation 

 （B.03.02以降）の 

ソフトウエアでは、 

方法２、方法３が利用できます。 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

インテリジェントレポートの活用 

レポートできる値 
 
• ピーク幅（50％） 
• カラム効率（理論段数） 
• 分離度（半値幅法） 
• シンメトリー係数 
• SN比 
• 分離係数（調整済みの相対リテンションタイム） 
• ピーク谷比 
 
 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

インテリジェントレポートの活用：基本操作 

レポートテンプレートの結果テーブルに、 
希望の値を表示する列を追加します。 

右クリック 

1 

既存の 
テンプレートを 
選択する 

2 

レポートレイアウト画面 

3 

4 

5 

6 

ここに 
分離度（JP）を 

入れたい！ 
 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

インテリジェントレポートの活用：基本操作 

列が増えます。 

7 

プレビューして確認 8 

  

名前を付けて保存 9 

例： 

※デモデータでは、表示されないものがあります。 

テンプレートの 
編集結果を確認して 
名前を付けて 
保存します。 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

インテリジェントレポートの活用：基本操作 

２） レビュー画面で、レポートテンプレートと、データを選んで、プレビューしてから、印刷 

１） データ解析画面で、レポート条件の中で、インテリジェントテレポートテンプレートを選ぶ。 

レポートを印刷するには、 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

インテリジェントレポートの活用： 
パラメータの種類 

JPでの値 インテリジェントレポートで使用する値 

ピーク幅 （高さ50％での幅）  「ピーク_ピーク幅（50パーセント）」 

カラム効率 （理論段数） 「ピーク_理論段数_JP」 

  

分離度 （半値幅法）  「ピーク_分離度_JP」 
  

シンメトリー係数 「ピーク_ テーリングファクタ」 

SN比 
  

※C.01.04、C.01.05ではテーブル中で式を利用する。 

「ピーク_高さ/ピーク_ノイズ＊2」 

 ※C.01.06では、 

「ピーク_S2N（EP）」 （EPと同じ計算です） 

分離係数 

（調整済みの相対リテンションタ
イム） 

「相対リテンションタイム _EP」 

※C.01.04 更新プログラムHF06 [49]以上(2013/12発行) 

※C.01.05 更新プログラムHF06 [41]以上(2013/11発行) 
※C.01.06以上 

ピーク谷比 「ピーク _ ピーク谷比」 

※値の名称です。表に 
行を挿入するときの表示と、 
若干異なります。 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

インテリジェントレポートの活用：ＳＮ比について① 

OpenLAB CDS ChemStationでは、 

バックグラウンドノイズについて、 

「溶媒ブランクを用いる場合」の計算を使用します。 

 

シーケンス分析で、先にブランク分析をするよう設定します。（たとえば先頭） 
このブランク分析のサンプルタイプを、「ブランク」とします。 

※データ解析画面で後から変更した場合は、全体の再解析を実行してください。 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

インテリジェントレポートの活用：ＳＮ比について② 

OpenLAB CDS ChemStation リビジョンC.01.06以降では、 

SN比の値は「ピーク_S2N（EP）」です。 

OpenLAB CDS ChemStation リビジョンC.01.04、C.01.05では、 
SN比の値は式を利用して、「ピーク_高さ/ピーク_ノイズ＊2」です。 

右クリック 2 

ピーク  高さ  の列を追加する 1 

3 

スクロール 4 ピーク高さの 
列をクリック 

5 
列の 

プロパティを
クリック 

6 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

インテリジェントレポートの活用：ＳＮ比について② 

10 

8 

7 

9 

ラベルを 
入力 

式を入力 
=ピーク_高さ/ピーク_ノイズ＊2 

下部の変数リストからも選べます 半角 半角 半角 半角 

  

  

11 

レポート例 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

インテリジェントレポートの活用：値の書式 
結果表の各列の数値の書式は、 

「列のプロパティ」の「値の書式」で設定できます。 

（有効数字桁数 または、小数点以下桁数） 

「数値」を選択 

数値の表示様式と、 
桁数を選択 

・有効数字 
・小数点以下 

 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

パフォーマンスレポートの利用 
方法２：クラシックレポートのパフォーマンス、拡張パフォーマンスレポートを利用する。 

拡張パフォーマンスレポート： 
キャリブレーションテーブルが必要です。 
（同定できたピークのみレポートする） 
• ピーク幅（50％） 
• カラム効率（理論段数） 
• 分離度（半値幅法） 
• シンメトリー係数（USPテーリングファクタ） 

パフォーマンスレポート： 
• ピーク幅（50％） 
• カラム効率（理論段数） 
※ここでの対称度は、ChemStation独自の計算値です。 
※ここでの分離度は、ChemStationクラシックの計算式
の値です。 

リビジョンBの 
ChemStation 
 （B.03.02以降）でも 
利用可能です 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

JPレポート：クラシックカスタムレポートの利用 

クラシックレポートテンプレート 

CalPeaks_Performance_jpn.FRP： 
 キャリブレーションテーブル（検量線設定）が 

 必要なパフォーマンスレポート用 

 テンプレート（同定ピークのみレポート） 
   

Sig_performance_jpn.FRP： 
 キャリブレーションテーブルは必要ない 

 パフォーマンスレポート用 

 テンプレート 

・これらテンプレートは、ChemStationクラシックレポートのスタイルへの登録が可能です。 

・レポート中のアイテムは、レポートレイアウト画面（クラシックレポートモード）で確認、変更、標
準レポートスタイルへの追加が可能です。 
・これらテンプレートは標準搭載されています。 
・第15改正日本薬局方に対応しています。 

レポート例 

レポート例 

方法3：クラシックレポートのJP対応カスタムレポートを利用する。 

リビジョンBの 
ChemStation 
 （B.03.02以降）でも 
利用可能です 



OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

JPレポート：クラシックカスタムレポートの利用：その① 
CalPeaks_Performance_jpn.FRP： 
同定ピークについてのテンプレート（キャリブレーションテーブルが必要） 

レポート項目、数値の桁数は任意に
カスタマイズ可能です！ 



Sig_Performance_jpn.FRP： 
同定されていないピークもレポートできる 

レポート項目、数値の桁数は任意に
カスタマイズ可能です！ 

OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

JPレポート：クラシックカスタムレポートの利用：その② 



CalPeaks_Performance_jpn.FRPに
追加可能な項目例 

Sig_Performance_jpn.FRPに 
追加可能な項目例 

OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

JPレポート：クラシックカスタムレポートの利用：活用 



デスクトップ上 

クラシックカスタムテンプレートを登録するには、 
一時的にインテリジェントレポート機能を無効にします。 

1 

2 

5 

OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

JPレポート：クラシックカスタムレポートの利用 

テンプレートを利用するには 

3 

4 

6 

はずす 

リビジョンBの ChemStation 

 （B.03.02以降）のソフトウエアでは
、この操作はありません。 



クラシックカスタムテンプレートを読み込んで、 
レポートスタイルに追加します。 

7 

8 

わかりやすい 
名前を付ける 

10 

OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

JPレポート：クラシックカスタムレポートの利用 

テンプレートを利用するには 

9 

（もう一度繰り返すことで 
 両方登録できる） 

11 

または 



クラシックレポートのスタイルに 
登録されました。 
いつもの操作でレポートが印刷できます。 

OpenLAB CDS ChemStation ： JPレポート 

JPレポート：クラシックカスタムレポートの利用 

テンプレートを利用するには 



付録：ChemStation B.03.02以降の場合： JPレポート 

 

リビジョンBのChemStation （B.03.02以降）は、以下が利用できます。  
 
方法２：クラシックレポートのパフォーマンス、拡張パフォーマンスレポートを 
     利用する。 

 

方法３：クラシックレポートのJP対応カスタムレポートを利用する。 
 リビジョン Bでは、「レポート条件」の画面は 
 以下のようになっています。 

追加登録した 
レポートスタイルは、 
ここに表示されます。 
 


